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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

<全体連絡事項>

・来年１月の生活技能訓練計画書製作の担当はÅ・Ｂユニット中野さん、鈴木さん

　　Ｃ・Ｄユニット小泉さん、漆舘さんですので２０日までに作成お願いします。

· １２月カンファの勉強会担当になっているスタッフは各自確認し、資料作成しておいて下さい。

· 小山　正好様～両足白癬のようです。主治医に確認したところ皮膚科で見て頂くことと

なっています。

· 野里　朝子様～頭髪の脱毛著名です。主治医に確認したところ皮膚科で見て頂くことと

なっています。

＜ＯＴ作業報告＞

三浦　一男様～お嫁様いらした際、貼り絵・自分の名前・日付け書いた物を見て頂いています。文字を書くにはまだ名前程度のしか書けない状態ですが、あせらず促して練習していく予定です。

鈴木　サダ様～特に不調（幻聴など）の訴えなく、参加出来ています。グループホームに帰りたいと作業療法士に相談される事あり、医師と相談するよう話しています。説明に対しては納得され、拒否的となる事はありません。

宮村　潔差様～プログラムに対する参加消極的です。昨日のレクリエーションでは見学されておりすぐにその場を立ち去っています。外泊後より状態の不安定さ見られており、状態・調子を見ながら今後参加できる様に促していきましょう。

板垣　富蔵様～プログラム穏やかに参加出来てきています。この状態を維持出来るよう声掛けし促していきましょう。

沼沢　ミヤ様～プログラム笑顔で参加されています。このまま状態を見ていきましょう。

松浦　佐恵子様～以前はプログラムに対し声掛けしてもさほど集中する事出来ずにいましたが、見付様が行っている裁縫に対し興味を示し、一緒に行って頂いています。比較的集中して行うこと出来ていますので、このままスタッフ見守り行って頂いて下さい。

小山　正好様～ドリル２冊目に入っています。余りのある割り算問題ですが、本人出来ないと言われ問題を抜かしながら解かれています。取り組む事は出来ているので、このまま様子を見ていく事としています。

奥利　うめ様～右前腕部上げ下げ出来る様になってきており、食事も自分の口まで運び食べられています。又、右足もリハビリ中ではさほど力が入らない様子ですが、トイレ・ベットへのトランスファー時では以前に比べ力が入るようになってきており、今後もリハビリを続けていく予定です。改善傾向にあり、もう少し改善されていくと思われます。

＜プログラム評価・検討＞

・２月を目処に「冬を感じる会」の企画を立てていく予定です。

スタッフより冬を感じるものとして出た意見は・雪だるま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・豆まき（節分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・えんぶり

等が挙げられました。その中で候補に挙がったのはえんぶりです。どのようなかたちで行

えるのか今後検討していきます。豆まきはプログラム内に取り入れていく予定です。

・１２月２３日田子高校よりボランティアがきます。午後患者様に踊りを見せてくれる予定となっています。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

吉田　寿雄様～現在、保清が出来ず保清面でのプランが立案されていましたが、このプランに追記で具体的な保清の問題改善点を話し合い、取り入れています。

＃１．清潔が保てない

ｐ－１　①毎朝、洗面、髭剃りの声掛けをする。

　　　　②歯磨きの声掛けをし出来ているのかを確認する。毎食後の服薬後に声を掛ける。

出来ていない場合は一緒に行う。

　　　　③入浴後、更衣されているのかを確認し更衣されていなければ一緒に付き添う。

　　　＃２.運動不足

ｐ－1　　①毎食後にホール内歩行運動する。

　　　　　　毎食後の服薬時に歩行運動を促す。

中森　みや子様～トイレに長時間入られているため、トイレの扉をスタッフが開けると、易怒的となられ声高に話されています。先日、出血の後があり確認すると痔からの出血であり、肛門周囲発赤みられ若干の化膿が見られています。就寝前にボラザＧを注入していますが、ボラザＧ挿入時に、創部確認して下さい。

　　　　　　　　
